
 

 

 

 

 

 

 

第２回 湧別町庁舎等検討委員会議案 
 

 

 

 

 

 

 

 

日 時  令和 4 年７月２７日（水） 

       午後 7 時００分 

場 所  上湧別コミュニティセンター２階大会議室 

  



 

 

会  議  次  第 

 

１ 開  会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 議  題 

 （１）第１回 庁舎等検討委委員会開催結果の確認について 

 （２）庁舎等集約化の検討について 

 （３）そ の 他 

 

４ 閉  会 

 

 

庁舎等検討委員会委員名簿        （敬称略） 

住   所 氏  名 住   所 氏  名 

上湧別屯田市街地 髙橋 直司 中湧別北町 毛利 美紀子 

緑 町 岩佐 雅弘 中湧別南町 竹部 行義 

上湧別屯田市街地 長谷川 雄基 南兵村一区 吉村 諄郎 

芭 露 樋口 聖哉 中湧別北町 橋本 三樹彦 

川 西 野津 玲子 緑 町 槇  典明 

 

検討委員会参加職員 

課名・役職 氏  名 課名・役職 氏  名 

総務課長 石塚 謙太郎 建設課長 岩佐 範行 

総務課主幹 中川 友広 建設課主幹 宇佐美 大我 

総務課主事 榎本  功 企画財政課未来づくり担当課長 斉藤 健悟 

  企画財政課主幹 渡辺 政行 
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３ 議  題 

（１）第１回 庁舎等検討委委員会開催結果の確認について 

 ① ドクターヘリの着陸ポイントについて 

  別紙資料のとおり・・・資料１ 

 

 ② 窓口における各種申請書等の取扱件数について 

  別紙資料のとおり・・・資料２ 

 

③ 集約検討施設の維持費 

施設名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2 年度 

上湧別庁舎 23,683 千円 26,335 千円 25,097 千円 24,412 千円 41,259 千円 

湧別庁舎 46,217 千円 20,742 千円 19,989 千円 18,800 千円 18,788 千円 

文化ｾﾝﾀｰ TOM 41,710 千円 41,710 千円 41,710 千円 41,780 千円 41,780 千円 

中湧別小学校 8,018 千円 7,226 千円 7,217 千円 10,743 千円 8,125 千円 

※上湧別庁舎は上湧別コミュニティセンターを、湧別庁舎は第 2 庁舎を含む。 

※文化センターＴＯＭについては、指定管理委託料。 

※中湧別小学校については、基本的な施設維持費分の予算額。 

 

④ 行政の効率化における取り組み 

  ○職員数及び機構 

   職員数（北海道などからの派遣職員除く。） 

合併時現在 
➡ 

令和 4 年 4 月 1 日現在 

173 人 136 人 

 

機構 

合併時現在  令和 4 年 4 月 1 日現在 

本庁舎 12 課 

議会 

上湧別地区農業委員会 

教育委員会分室 
➡ 

上湧別庁舎 8 課 

議会 

農業委員会 

総合支所 4 課 

湧別地区農業委員会 

湧別庁舎 3 課 

教育委員会 2 課  教育委員会 2 課 
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○公の施設における指定管理制度（令和２年度末現在） 

    施 設 名  施 設 名 

1 宮の森センター 28 郷土館 

2 湧別寿の家 29 湧別屋内ゲートボール場 

3 錦研修センター 30 湧別プール 

4 錦寿の家 31 芭露パークゴルフ場 

5 錦農村公園 32 芭露畜産研修センター 

6 川西地区公民館 33 芭露ﾌｧﾐﾘｰｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

7 川西寿の家 34 中湧別総合体育館 

8 信部内地区会館 35 中湧別野球場 

9 東研修センター 36 上湧別ソフトボール場 

10 東湧福祉の家 37 上湧別農村環境改善センター 

11 東福祉の家 38 文化センターＴＯＭ 

12 登栄床地区防災センター 39 中湧別ゲートボール場 

13 登栄床寿の家 40 文化センターさざ波 

14 芭露地区会館 41 湧別運動公園 

15 上芭露地区公民館 42 地場産品加工センター 

16 上芭露寿の家 43 Family 愛 Land You 

17 西芭露ふるさとセンター 44 宿泊施設しらかば 

18 東芭露地区公民館 45 緑地等管理中央ｾﾝﾀｰﾚｲｸﾊﾟﾚｽ 

19 志撫子地区公民館 46 三里浜キャンプ場 

20 計呂地地区活性化センター 47 五鹿山公園（キャンプ場ほか） 

21 計呂地交通公園 48 五鹿山パークゴルフ場 

22 旭住民センター 49 町営バス 

23 上富美地区会館 50 社会福祉会館 

24 開盛住民センター 51 高齢者生活福祉センター 

25 富美地区住民センター 52 かみゆうべつ温泉ﾁｭｰﾘｯﾌﾟの湯 

26 総合体育館 53 上湧別ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞｺﾞﾙﾌ場 

27 武道館 54 五鹿山スキー場 
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（２）庁舎等集約化の検討について 

 別紙資料のとおり・・・資料３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔参考〕 

 合併推進債とは 

合併市町村基本計画に基づき行う事業に対して合併推進債を充当（90％）。

元利償還金の 40％を普通交付税措置。 

 

 

（３）そ の 他 

次回会議日程について 

   令和４年  月  日（ ）  午後７時００分～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 閉  会 

 



資料１

令和４年７月１日現在
NO. 離発着地名称 所在地住所

1 消防湧別出張所前 緑町２５８番地

2 文化センターさざ波駐車場 栄町２１９番地の１

3 湧別小学校グラウンド 錦町２１１番地の１

4 湧別運動公園 東３７番地の１

5 レイクパレスグラウンド 登栄床１５４番地の３

6 三里浜キャンプ場第１駐車場 登栄床３８３番地

7 道の駅ファミリー愛ランドYOU駐車場 志撫子６番地の２

8 芭露学園グラウンド 芭露４１１番地

9 上湧別百年記念公園運動場 中湧別中町３０２０番地の１

10 文化センターTOM北側駐車場 中湧別中町３０２０番地の１

11 中湧別小学校グラウンド 中湧別南町９１４番地

12 中湧別野球場 中湧別南町９１１番地の１

13 上湧別チューリップ公園駐車場 北兵村一区５９２番地の１

14 上湧別中学校グラウンド 上湧別屯田市街地１番地の１

15 上湧別小学校グラウンド 上湧別屯田市街地９８番地の１

16 富美小学校グラウンド 富美５６８番地

17 開盛小学校グラウンド 開盛４６２番地の３

［注］№３．９．１２．１４は、防災ヘリのランデブーポイントを兼ねている。

湧別町内 ドクターヘリ・ランデブーポイント
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資料２

令和３年度 ⼾籍・住⺠票等交付申請書等の取扱件数 （申請書枚数）

場 所
⼾ 籍
住⺠票

印鑑登録
証明書

税関係
各種証明書

合  計

(41.2%) (22.4%)
1,499件 569件 709件 2,777件 1,838人

(31.2%) (36.5%)
1,219件 638件 242件 2,099件 3,002人

(21.3%) (31.6%)
905件 369件 158件 1,432件 2,596人

(5.2%) (9.5%)
175件 138件 36件 349件 778人

郵 便 局 (1.1%)
（計呂地・上芭露） 38件 33件 5件 76件

合 計 3,836件 1,747件 1,150件 6,733件 8,214人

芭 露 出 張 所 芭 露

地区別人口

上 湧 別 庁 舎 上湧別

湧 別 庁 舎 湧 別

中湧別出張所 中湧別

2,777件

2,099件

1,432件

349件
76件

(41.2%)

(31.2%)

(21.3%)

(5.2%)

(1.1%)

上湧別庁舎 湧別庁舎 中湧別出張所 芭露出張所 郵便局

交付申請書取扱件数
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（２）庁舎等集約化の検討について                                                                                                                                         資料３ 

施 設 名 区分 利便性（中心性） 安全性 経済性 機能性 

① 上湧別庁舎(消防上湧別出張所

含む) 

建 築 年：昭和 62 年（1987 年） 

経過年数：築 35 年 

延床面積：2,815.88 ㎡ 

構  造：鉄骨鉄筋 

耐震改修：実施済み 

メ
リ
ッ
ト 

 

 

 

 

 

① 津波災害のリスクが低い。 

② 耐震基準を満たしている。 

 

 

① 新築よりも費用が抑えられる。 

② 改修等に合併推進債が使用できる。

（～R6） ※共通 

 

 

 

 

 

 上湧別コミュニティセンター 

延床面積：1,355.38 ㎡ 

デ
メ
リ
ッ
ト 

① 湧別地区の住民の利便性が低い。 

② 長期的視野で考えた場合、まちの中

心地となる可能性が低い。 

 

 

① 防災機能を高めるため、サーバー室

や発電機、備蓄品の保管を２階へ移

設が必要である。 

② 水害（浸水想定0.5ｍ未満）のリスク

がある。 

 

① 改修や増築工事が必要であり、改修

費が多額となる。（約140人の収容能

力が必要） 

② コミセンを事務室に改修すること、

及び一部増改築を行う場合、会議室

が不足することや増築用地が必要と

なる。 

③ 職員駐車場及び公用車の車庫を設

置する土地の確保が必要である。 

④ 数十年後、建て替えが必要となる。 

① ＤＸ推進に対応した庁内LANの引

き直しが必要である。 ※共通 



                                                                   - 7 - 

 

施 設 名 区分 利便性（中心性） 安全性 経済性 機能性 

② 湧別庁舎 

建 築 年：昭和 53 年（1978 年） 

経過年数：築 44 年 

延床面積：2,787.20 ㎡ 

構  造：鉄筋コンクリート 

耐震改修：未実施 

※耐震診断は実施済み。 
メ
リ
ッ
ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 第２庁舎及び保健福祉センターを

活用すると、全職員の収容が可能で

ある。※ただし、教育委員会は現状

の「さざ波」に配置 

② 新築よりも費用が抑えられる。 

③ 改修等に合併推進債が使用できる。

（～R6） ※共通 

 

 

 

 第２庁舎 

建 築 年：昭和 48 年（1973 年） 

経過年数：築 49 年 

延床面積：2,668.21 ㎡ 

構  造：鉄筋コンクリート 

耐震改修：未実施 

※耐震診断は実施済み。 

デ
メ
リ
ッ
ト 

① 上湧別地区の住民の利便性が低い。 

② エレベーターが設置されていない。 

③ 長期的視野で考えた場合、町の中心

地となる可能性が低い。 

 

 

① 津波災害のリスクが高い。 

② 水害（浸水想定0.5～3ｍ未満）のリ

スクがある。 

③ 防災機能（サーバー室や発電機、備

蓄品の保管を２階にする）を新たに

設置する必要がある。 

④ 耐震基準を満たしていない。 

① 耐震改修工事、暖房（ボイラー）の

改修、エレベーターの設置など、大

規模改修工事が必要であり、改修費

が多額となる。 

② 職員駐車場及び公用車の車庫を設

置する土地が必要である。 

③ 数十年後、建て替えが必要となる。 

① ＤＸ推進に対応した庁内LANの引

き直しが必要である。 ※共通 
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施 設 名 区分 利便性（中心性） 安全性 経済性 機能性 

③ 文化センターＴＯＭ 

建 築 年：平成 4 年（1992 年） 

経過年数：築 30 年 

延床面積：2,864.14 ㎡ 

構  造：鉄筋コンクリート 

メ
リ
ッ
ト 

① 各地区のほぼ中心に位置するため、

各地区からの利便性が高まる。 

② 町営バス及び民間バスを利用する

方が乗換えをしないで来ることがで

きる。 

③ 医療機関、金融機関、商店等が近く

にある。 

④ 将来的にまちの中心地になりうる。 

 

 

① 津波災害のリスクが低い。 

② 水害のリスクが低い。 

③ 耐震基準を満たしている。 

 

 

 

 

 

 

 

① 改修等に合併推進債が使用できる。

（～R6） ※共通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デ
メ
リ
ッ
ト 

 

 

① 防災機能（サーバー室や発電機、備

蓄品の保管を２階にする）を新たに

設置する必要がある。 

① 改修費用が多額になる恐れがあり、

新築と同等の費用となる恐れがあ

る。 

② 議場、会議室、書庫の確保、及び職

員駐車場や公用車車庫用地の確保が

必要となる。 

③ 庁舎として活用する場合、中湧別地

区の集会施設を他に求めなければな

らない。 

④ 数十年後、建て替えが必要となる。 

 

① 文化施設のため、庁舎機能を持ち合

わせていない。 

② ＤＸ推進に対応した庁内LANの引

き直しが必要である。 ※共通 
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施 設 名 区分 利便性（中心性） 安全性 経済性 機能性 

④ 中湧別小学校 

建 築 年：昭和 52 年（1977 年） 

経過年数：築 45 年 

延床面積：3,825.52 ㎡ 

構  造：鉄筋コンクリート 

耐震改修：実施済み 

メ
リ
ッ
ト 

① 各地区のほぼ中心に位置するため、

各地区からの利便性が高まる。 

② 医療機関、金融機関、商店等が近く

にある。 

③ 将来的にまちの中心地になりうる。 

 

 

 

 

 

 

① 津波災害のリスクが低い。 

② 耐震基準を満たしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 改修等に合併推進債が使用できる。

（～R6） ※共通 

② 用地が十分確保できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デ
メ
リ
ッ
ト 

 

 

① 防災機能（サーバー室や発電機、

備蓄品の保管を２階にする）を新た

に設置する必要がある。 

② 水害（浸水想定0.5～3ｍ未満）のリ

スクがある。 

 

 

① 改修や増築工事が必要であり、改修

費が多額となる。（約140人の収容能

力が必要） 

② 数十年後、建て替えが必要とな

る。 

① 学校のため、庁舎機能を持ち合わせ

ていない。 

② ＤＸ推進に対応した庁内LANの引

き直しが必要である。 ※共通 
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施 設 名 区分 利便性（中心性） 安全性 経済性 機能性 

⑤ 新築庁舎 

メ
リ
ッ
ト 

① 各地区のほぼ中心に位置する地区

に新築可能なため、各地区からの利

便性が高まる。 

② 中心地に新築することが可能であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 各種の災害に対応する防災機能を

備えた施設を整備できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 新築に合併推進債が使用できる。

（～R6） ※共通 

② ランニングコストの軽減が可能で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ＤＸ推進、環境負荷に配慮した庁舎

機能を備えた施設を整備できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

デ
メ
リ
ッ
ト 

 

 

 

 

① 建設用地、駐車場用地の確保が必要

である。 

② 新築するため、多額の費用が必要で

ある。 

 

 

 

 

 

 


